
趣　意　書

　昨今の社会情勢を鑑みるに、社会構造の急激な変化によって、本来人間が構成すべき社会に、逆に人間が変容を迫られているような状況である。同時に“郷土”という小さな地域社会も、「平成の大合併」の号令のもと、船出を余儀なくされている。海図も持たず、立ち止まることも検証すらできないまま、私達や私達の子供はその海にどう漕ぎ出していけばよいのか。

　どのように社会構造が変化しても、生れ落ちた子供の成長に近道はない。語りかける母親の言葉から子供の世界は始まり、十年二十年かけてゆっくり大人になってゆく。同様に人間社会も千年二千年かけてゆっくり成熟してきた。

　人が生まれ、家族を愛し、友をつくり、郷土を誇らしく思うようになることと人間性・社会性を形成獲得していくということは同義語である。その最良の揺籃が知の結晶である図書館ではないだろうか。豊かな自然のなかの図書館で学ぶことを覚えた子供達は、どのような荒海でも雲間の北極星を捜すことをあきらめないでいてくれるだろう。そして私達を導いてくれるだろう。

　現在、新恵那市総合計画の中で図書館整備が計画されていることを聞き及び、当財団はこれに賛同、青少年育成に寄与できればと思い至りました。恵那市民が親しむことのできる「知の殿堂」としての（仮称）恵那市中央図書館を建設し、永きにわたって活用していただきたいと、ここに寄付いたします。

　これにより、紀元前、アレクサンドリア図書館が存在したという史実をもって、現在もアレクサンドリアという都市名が畏敬の念をこめて呼ばれるように、恵那市という名が百年千年後、大きな名前に育つことを祈っております。

　　　　平成１８年４月１１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財団法人　伊藤青少年育成奨学会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　伊　藤　喜　美


































